
第10回マンションライフフェア「集住博2007」記念企画

マンションの安全安心アイデアコンペ
～あなたのユニークな提案が明日のマンションライフを創ります～

マンションはこれまで、阪神大震災をはじめ、耐震偽装問題、エレベーター事故、給湯器事故などに代表される
ような、安全を脅かす災害や事件事故に襲われました。また、高齢者の孤独死や子供の虐待に見られるような社会
問題の舞台ともなっている今日です。そこで、マンションライフフェア「集住博2007」実行委員会では、マンシ
ョンの安全安心をテーマにした様々なアイデアを募集します。
広義な意味でマンションの安全安心な暮らしをテーマにしたものを自由に想定し ご提案ください また 新築､、 。 、

リノベーション､改築､建替の建築的な提案をはじめ、製品やシステムの開発、暮らしやコミュニティの仕掛けなど
ハード･ソフトを問わず、自由に想定してください。
例えば、地域の防災拠点としてのマンションづくり、高齢者や子供が安心して暮らせる空間の仕掛け、だれもが

安心して使える住宅設備のデザイン、インターネットを有効活用したコミュニティづくり････などです。

１．応募資格
・一般の部・・・・だれでも自由に応募することができます。
・高校生以下の部・・小･中学生および高校生が応募できます。

２．参加申し込み
・2007年４月28日（土）までに末尾の「９．連絡先」へ事前にお申し込み下さ
い。

３．作品の提出期限
・2007年５月17日（木）までとします。
郵送（当日消印有効）を原則とし、やむをえず持参する場合は、土､日、祝祭日
を除く午前10時から午後５時までとします。

・作品の提出先は末尾の「９．連絡先」です。

４．作品の提出方法
・提案の内容は、タイトル、提案趣旨の説明、イラスト、図面などにより表現し、
Ａ１サイズの用紙横を使い１~２枚程度にまとめて下さい。

、 、 、 、・なお 用紙の紙質 着色 写真の貼付など表現方法および仕上げ方は自由ですが
模型等で補足したい場合は写真貼付け等によることとし、模型そのものの提出は
受け付けません。

・応募作品は、裏面に応募の部門、提案者の氏名（複数名の場合は、代表者１名と
協力者すべてを明記 、年齢、勤務先または在籍学校（所属する部課名または学）
部､学科 、連絡先（名称・住所・電話番号）を記入して下さい。）

・送付する場合は折れたり傷つかないように紙筒等に入れて下さい。
・応募に伴う費用は応募者ご自身でご負担願います。

５．審査方法
・審査は主催者が設置する マンションの安全安心アイデアコンペ 審査委員会 以「 」 （
下、審査委員会という ）が行います。。

・審査委員会の構成は次のとおりです。
委員長 梶浦恒男（集合住宅維持管理機構理事長 大阪市立大学名誉教授）
委 員 佐藤隆夫（第10回ﾏﾝｼｮﾝﾗｲﾌﾌｪｱ「集住博2007」実行委員長～

）～NPO法人関西分譲共同住宅管理組合協議会世話人会代表
委 員 松本 誠（集合住宅維持管理機構理事 市民まちづくり研究所所長）

６．入選発表
・2007年６月９日（土 、10日（日）に開催します第10回マンションライフフ）

「 」 、 。ェア 集住博2007 の会場で 入賞の発表及び応募作品の展示を行う予定です

７．優秀作品の選定および賞
・応募作品の中から優れた作品を選定し、次の賞を授与します。

一般の部 優秀賞 １点 30万円
佳 作 数点 ５万円

高校生以下の部 優秀賞 １点 記念品
佳 作 数点 記念品

８．応募作品の取扱い
・応募作品は返却しません。
・応募作品は主催者が無償で展示または出版、その他の方法で発表する等、公の目
的に使用することができるものとします。

９．連絡先
〒 大阪市北区東天満２丁目８番１号 若杉センタービル別館３階530-0044
集合住宅維持管理機構気付「マンションの安全安心アイデアコンペ」係
TEL:06-4800-0230 FAX:06-4800-0240
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問い合わせ時間は土・日・祝祭日を除く午前 時から午後５時までとします。10


